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この研究は、1999 年の国民栄養調査と歯科疾患実態調査の両方に参加した 20～39 歳

の 1,314 名のデータを用いて、喫煙経験別に歯の喪失の経験の状況を比較しています。 

 

対象者の喫煙率は男性 53.3%、女性 15.5%で、歯を喪失した経験がある者の割合は

31.4％（男性：31.8%、女性：31.1%）でした。喫煙状況別に歯を喪失した経験がある者

の割合を比較したところ、現在喫煙者群で 40.6%、過去に喫煙経験あり群で 23.1%、非

喫煙者群で 27.9%であり、統計学的に有意な差がみられました。 

また、喫煙習慣は、虫歯とも関連があることが示されました。 

 


